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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月14日(2018.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱および／または冷却要素を使用して、前記加熱および／または冷却要素により受け
取られた周期的信号にしたがって、時間（ｔ）にわたり身体の表面の温度（Ｔ）に周期的
変化を引き起こし、所定の周期で周期的に変動する時間に対する温度の導関数（ｄＴ／ｄ
ｔ）を示すために、時間（ｔ）とともに変動する温度（Ｔ）の関数を生成することと、
　前記身体の表面が前記周期的に変動するｄＴ／ｄｔを示す間に、前記身体から吸収およ
び放出される中赤外線放射を測定することと、
　前記中赤外線放射の測定および前記周期的に変動するｄＴ／ｄｔに基づいて、測定値を
判定することと、
　前記測定値との相互関連に基づいて、前記身体内の物質の濃度を判定することと、
を含む物質濃度監視方法。
【請求項２】
　前記測定値はグルコース濃度と相互に関連付けられている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記中赤外線放射の吸収および放出を測定することは、
　ある温度で、正のｄＴ／ｄｔ（上向き傾斜の温度変化）の間に、前記中赤外線放射を測
定することと、
　前記温度で、負のｄＴ／ｄｔ（下向き傾斜の温度変化）の間に、前記中赤外線放射を測
定することと、
を含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記中赤外線放射の吸収および放出を測定することは、
　ある温度で、正のｄＴ／ｄｔ（上向き傾斜の温度変化）の間に、前記物質がその波長帯
では中赤外線の放出または吸収に対する効果を有する第１波長帯内において、第１中赤外
線放射を測定することと、
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　前記温度で、前記正のｄＴ／ｄｔの間に、前記物質がその波長帯では中赤外線の放出ま
たは吸収に対する効果をまったく有さないかまたはわずかな効果を有する第２波長帯内で
、第１基準中赤外線放射を測定することと、
　前記温度で、負のｄＴ／ｄｔ（下向き傾斜の温度変化）間に、前記第１波長帯内におい
て、第２中赤外線放射を測定することと、
　前記温度で、前記負のｄＴ／ｄｔの間に、前記第２波長帯内において、第２基準中赤外
線放射を測定することと、
を含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　前記測定値を判定することは、前記第１中赤外線放射の測定および前記第２中赤外線放
射の測定と前記第１基準中赤外線放射の測定および前記第２基準中赤外線放射の測定とを
、前記測定値を生成する方程式に含めることを含み、前記方法は、前記測定値と前記物質
の濃度との相互関係を生成することをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　吸収または放出された中赤外線放射が測定されるときのｄＴ／ｄｔを判定することと、
ｄＴ／ｄｔを、前記物質の濃度と相互に関連付けられた前記測定値に含めることと、をさ
らに含む請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記周期的信号は、前記正のｄＴ／ｄｔおよび前記負のｄＴ／ｄｔの両方の間に、前記
加熱および／または冷却要素の、一定の温度変化率（ｄＴ／ｄｔ）を生成する、請求項３
または４に記載の方法。
【請求項８】
　前記周期的信号は、矩形波、三角波、正弦波、またはこれらの組み合わせに対応する前
記加熱および／または冷却要素の周期的温度パターンを生成する、請求項１から７のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　連続的監視装置を前記身体に取り付けることをさらに含み、
　　前記測定値を判定することが、前記身体内の物質の濃度をそれぞれ示す連続的な複数
のデータパラメータを、前記身体に固定された前記連続的監視装置を用いて収集された対
応する連続的な複数の中赤外線測定セットに基づいて、生成することを含み、前記連続的
な複数の中赤外線測定セットのうちの各中赤外線測定セットは、前記物質がその波長帯で
は中赤外線の放出および吸収に対する効果を有する第１波長帯内における前記身体の表面
の中赤外線測定と、前記物質がその波長帯では中赤外線の放出および吸収に対する効果を
まったく有さないかまたはわずかな効果を有する第２波長帯内における前記身体の表面の
中赤外線測定と、吸収または放出された中赤外線放射が測定されるときのｄＴ／ｄｔとを
含み、
　前記濃度または前記連続的な複数のデータパラメータが許容値内であるかどうかを判定
することにより、前記連続的監視装置が連続的な複数の中赤外線測定の間で前記身体に接
触し続けている時間にわたって前記身体内の物質の濃度を連続的に監視することと、
　前記濃度のうちの一つもしくは複数が、または前記連続的な複数のデータパラメータの
うちの一つもしくは複数が、前記許容値外であるとき、警告出力を生成することと、
をさらに含む請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の中赤外線測定セットのうちの各中赤外線測定セットは前記所定の周期に対応
する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数の中赤外線測定セットのうちの各中赤外線測定セットは、一定の温度変化率を
有する前記所定の周期の一部の間に取得される、請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　複数の中赤外線測定が、前記連続的監視装置を前記身体から取り外すことなく取得され
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る、請求項９から１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数の中赤外線測定が１時間を超える時間にわたり取得される、請求項１２に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記複数の中赤外線測定セットのうちの各中赤外線測定セットは、前記第１波長帯内に
おける黒体装置の中赤外線測定と、前記第２波長帯内における黒体装置の中赤外線測定と
、をさらに含む、請求項９から１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　警告を表示するようワイヤレス送信器を介して遠隔装置に前記警告出力を送ることをさ
らに含み、
　前記遠隔装置はモバイル電話を含み、前記警告出力は、前記遠隔装置が緊急サービスに
連絡すべきであることを指示する、請求項９から１４のいずれか一項に記載の方法。
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